
5月は赤十字運動月間です。

＋ 日亦赤十字社東京都支部
JapaneseRedCrossSocietY

人間を救うのは、人間だ。TogetherforhumanitY



「苦しんでいる人を救いたい！，
あなたのその思いに、赤十字

世界には、まだまだ、

紛争や自然災害、病気で苦しんでいる人たちがいます。

人間が人間らしく生きられるように、

赤十字は、国内外どこへでも駆けつけ、救援の手を差し伸べます。



ま応えます。宴
ノ臥■いざという時

災害救護事業

国内外を問わず災害時、直ちに医療救護班を派遣し、救護所の設置、被災現場や避難所での
診療、こころのケアを行います。また、救援物資の備蓄や配分を行います。

■知識と技術

講習普及事業
応急手当の方法や病気の予防・看護の仕方等の知識と技術を
普及する講習会を実施しています。
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■思いやりを行動に

●金

暫医療事業

赤十字病産院は、公的医療機関として地域に根ざした医療活動
を行うとともに、災害発生時には迅速な医療救護活動が行える
よう常備救護班を編成しています。

血液事業
13の献血ルームや献血バスでの献血の受入れを行い、より安全性
の高い血液製剤の医療機関への供給につとめています。

社会福祉事業
保育所と児童養護施設を運営しています。

「減災と救護の充実」をテーマに、
首都直下地 への備えを強化します。

首都直下地震の発生確率は今後30年以内に70％以上と

言われています。地震の発生を防ぐことはできません。

しかし、事前の準備で被害を減らすことはできます。（減災）

日本赤十字社東京都支部では、救急法等の講習や災害

救護活動で培った知識と技術を活かして、各地域において

『赤十字減災セミナー』を積極的に開催いたします。
また、災害救護体制のさらなる充実を図ります。



赤十字活動資金へのご協力をお願いいたします。
ご協力方法は2種類あります。

①赤十字会員（社員）

毎年500円以上のご寄付

会員（社員）ステッカーをお渡しします

（彰寄付者

自由な金額のご寄付

材質：本体　ポリプロピレン
台紙　紙＋ポリプロピレン

日本赤十字社では、会費（社費）・寄付金のご協力をいただいた方に、税制上の優遇措置と表彰制度があります。
詳しくは当支部ホームページをご覧いただくか、赤十字社員課までお問合わせください。

田亦赤十字社東京都支部
Japan058RedCrossSoci叫

〒169－8540　東京都新宿区大久保1－2－15

ホームページhttp：／／www．tokyo．jrc．or．jp

この国に、この世界に、
たくさんの笑顔を。

電話03（5273）6742～3（赤十字社員課）

回


